
　謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
二

〇
一
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
皆
様

に
と
っ
て
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
一
般
社

団
法
人

　三
原
青
年
会
議
所
に
対
し
暖
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　私
た
ち
の
住
む
三
原
市
で
は
地
域
経
済
の
衰
退

や
進
む
少
子
高
齢
化
、
ペ
ア
シ
テ
ィ
東
館
跡
地
の

活
用
法
検
討
な
ど
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
が
あ
る
中
、
本
年
は

二
〇
〇
五
年
の
一
市
三
町
に
よ
る
合
併
か
ら
十
年

目
を
迎
え
、
そ
れ
に
伴
い
新
た
な
三
原
市
長
期
総

合
計
画
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
、
今
後
十
年
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
構
想
の
も
と
課
題
を
解
決
し
、
三

原
が
元
気
な
ま
ち
と
な
る
た
め
に
は
行
政
だ
け
で

な
く
こ
の
ま
ち
に
住
み
暮
ら
す
多
く
の
人
々
が
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。

私
た
ち
三
原
青
年
会
議
所
は
市
民
、
企
業
そ
し
て

行
政
を
繋
ぐ
架
け
橋
と
し
て
の
活
動
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
こ
の
ま
ち
の

発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

　一
般
社
団
法
人 

三
原
青
年
会
議
所
は
一
九
六
二

年
の
創
立
以
来
、
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
の

た
め
に
そ
の
時
々
で
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と

様
々
な
活
動
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
昨
年
私
た
ち
は
九
年
振
り
に
ビ
ジ
ョ

ン
を
刷
新
し
、
新
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

「DirectionTow
ard H

APPIN
ESS―

笑
顔
へ
の

道
標―

」
を
発
表
致
し
ま
し
た
。
新
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
こ
の
ま
ち
や
こ
の
国
が
抱
え
て
い
る
課
題
と
そ

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
掲
げ
て
お
り
、
本

年
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
特
別
な
年
と
な
り
ま
す
。
会

員
全
員
が
こ
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
意
識
を
強

く
持
ち
、
掲
げ
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み
を
実
践

し
て
ゆ
く
こ
と
で
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま

い
り
ま
す
。

三
原
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
て

　三
原
城
は
二
〇
一
七
年
に
築
城
か
ら
四
五
〇
年

を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
行
政
は
築
城
四
五
〇
年
目

を
祝
う
事
業
の
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お

り
、
私
た
ち
三
原
青
年
会
議
所
も
そ
の
機
会
を
好

機
と
捉
え
、
三
原
の
良
さ
を
広
く
伝
え
つ
つ
ま
ち

を
盛
り
上
げ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
市
民
と
と
も
に
こ
の
ま
ち
の
歴
史

を
よ
り
深
く
学
び
、
そ
し
て
歴
史
認
識
を
共
有
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
三
原
の
魅
力
、

三
原
ら
し
さ
と
言
え
る
資
源
は
何
で
あ
る
の
か
を

吟
味
し
、
そ
の
資
源
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
ま
ち

の
誇
り
と
も
言
え
る
三
原
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
繋

げ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
三
原
青
年
会
議
所
が
一

九
七
六
年
の
第
一
回
開
催
か
ら
運
営
の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
三
原
や
っ
さ
祭
り
は
本
年
、
記
念
す
べ

き
四
十
回
目
の
開
催
を
迎
え
ま
す
。
私
た
ち
は
こ

の
祭
り
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
第
四
十
回
三

原
や
っ
さ
祭
り
の
成
功
と
よ
り
一
層
の
発
展
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
一
般
社

団
法
人 

三
原
青

年
会
議
所
第
五
十

四
代
理
事
長
と
し

て
精
一
杯
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で

す
の
で
、
本
年
も

皆
様
方
の
暖
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
併

せ
て
本
紙
「
や
っ

さ
も
っ
さ
」
の
な

お
一
層
の
御
愛
読

を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

一般社団法人 三原青年会議所　公式サイト http://www.mihara-jc.com/　公式facebook http://www.facebook.com/miharajc

本誌「やっさもっさ」は1月から11月まで毎月1回（25日）発行し、新聞折り込みを中心に配布しております。何卒ご愛読ください。※資源保護のため再生紙を使用しています。
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　2015年、第40回三原やっさ祭りの実行委
員長の任を拝命致しました一般社団法人三原
青年会議所の村上睦宏と申します。
　今年の三原やっさ祭りは第40回となる記念
すべき節目の年のやっさ祭りです。そこでやっ
さ祭り実行委員会としても例年以上に企画を打
ち出し祭りをより盛り上げてゆきます。また来
たる2017年には三原城築城450周年を迎え
ます。やっさ踊りのルーツは三原城の築城を祝
って踊り始めたと言われており、よって築城
450周年はやっさ踊り450周年とも言えます。

その2017年の盛大な記念祭に向けて、今年はより祭りの間口を広げよ

り多くの方々にやっさ祭りにご来場頂き一緒にやっさ祭りを楽しみ盛り上
がりたいと思います。そしてそれがさらなる三原の元気、三原の個性、
三原の魅力に繋がってゆくはずです。
　また私は2012年（第37回）にも三原やっさ祭り実行委員長を務めさ
せて頂きました。例年祭り実行委員長の任期は1年となっておりますが、
私はやっさ祭り実行委員会で初となる2回目の実行委員長です。2回目
だから分かること、2回目だから出来ること、というものがあります。私
が実行委員長を担う意義はそこにこそあると考え、祭り実行組織・運
営・企画等においてより良い改善を検討してゆきたいと考えております。
　三原やっさ祭りは市民による市民の為のお祭りです。実行委員会とし
ても例年以上に情熱を持って取り組んでまいりますので、三原市の皆様
もぜひこれまで以上のご支援ご協力と合わせて、ご参加ご来場をよろし
くお願いしまして一旦筆を置きたいと思います。第40回三原やっさ祭り
をよろしくお願い致します。

第40回三原やっさ祭り
実行委員長

村上睦宏

第40回 三原やっさ祭り実行委員長 挨拶第40回 三原やっさ祭り実行委員長 挨拶

私たちと一緒にまちづくりをしませんか？

　青年会議所は20歳から40歳と限られた時間の中で、まちづく
り活動を通じて様々な活動を行ない多くの人との触れ合いの場や
学びの場があり自分を磨き自己成長ができます。若い力で「私たち
のまち三原」を元気にして行きましょう！
　まちづくりに興味がある方は是非ご連絡下さい。

入会資格…年齢25歳～35歳（原則として）性別不問
三原市及び近隣町村に在住、または勤務されている方

お問合せ時間/平日（月～金）10：00～15：00
TEL（0848）63-3515  / FAX（0848）62-1141

一般社団法人 三原青年会議所
公式ホームページはこちらをクリック↓↓↓

三原市皆実4丁目8番1号 三原商工会議所内
一般社団法人三原青年会議所 事務局　宛

〒723-0052
一般社団法人

HPでは皆様のご意見を募集しております。

検索検索三原JC

新入会員大募集新入会員大募集

2014年度の仮入会セミナー2014年度の仮入会セミナー 三原JC野球部三原JC野球部

昨年、12月31日に6名の卒業生を送り出すことができました。
卒業生に代わり市民の皆様に厚く御礼を申し上げます。

桐島　勝利
㈱桐島電気サービス
代表取締役
2008年入会

　JCでは様々な経験をし
て多くを学びました。昨
年のやっさ祭り実行委員
長を務めさせて頂いた際
には、三原で一番大きな
祭りとして多くの注目を浴
びる中、通常では出来な
い貴重な経験と多くの繋
がりを得られたと感じま
す。有難うございました。

倉橋　英治
㈱倉橋匠栄堂
代表取締役
2005年入会

　昨年理事長を務め、様々な立場
で”三原の将来を真剣に考える”多
くの方と協議する機会を頂きまし
た。自分にはない発想や考え方は
自身を振り返る良い機会にも、自
己成長の場にもなりました。また
そこでのご縁は何ものにも変え難
い私にとっての宝です。このような
成長の機会を与えてくれた三原JC
に心から感謝いたします。

阪井　健太郎
㈱阪井養魚場
取締役専務
2007年入会

　私は今は亡き父の「JCに入れ」の
一言で何も分からないまま半ば強
制的に三原JCに入会させられまし
た。入会当初は辞めたくてしょうが
ない時期もありましたが、三原JC
で8年間の活動を通じて培った様々
な経験は今後の私の人生において
貴重な財産となりました。
　こらからも地域社会の発展のた
めにも頑張ります。

廣井　友博
㈲ボディショップたまがわ三原店

店 長
2008年入会

　東広島市に住み高卒で
サラリーマン、ひとりでネ
クタイさえ結べないほど
の私は7年前、勤め先が
三原市であったことがき
っかけでJCに入会しまし
た。ここで手に入れた一
番の宝は一生涯付合うで
あろう多くの仲間です。

矢崎　昌樹
アーキテクト/ペアー設計工房

2005年入会
　10年間お世話になりま
した。入会目的は仕事を求
めて入会しましたが、卒業
の今JCで多くの事を学
び、まちづくりと人の笑顔
を見る楽しさを知りまし
た。まちづくり活動を通じ
て私が望んでいた以上の物
が手に入った気がします。

由水　忠相
由水酒販㈱
代表取締役
2013年入会

　JC活動のスタートは乗り気で
はありませんでした。2年間とい
う短い期間だから何とかやり過
ごそうか、くらいの感覚でした。
　しかし今では後悔しています。
もう少しはやく入っていれば…。
そう思わせる魅力がJCにはあり
ます。その魅力を自身で探して
ほしい。青年よ、JCに入ろう！

2014年度  卒業生紹介

 二・三面

新年を迎えて

理事長・副理事長・専務理事

一般社団法人 三原青年会議所

第54代理事長　大石　努
一般社団法人 三原青年会議所

第54代理事長　大石　努

実
践
実
践

〜
未
来
の
た
め
に
今
を
生
き
る
〜

私たちが三原青年会議所を引っ張ります！私たちが三原青年会議所を引っ張ります！

※お問い合わせにつきましては、下記までご連絡ください。

■次回
予告

・地域
のコミュ

ニティに

　つい
て

・地域
間での

取り組
みに

　つい
て取材

報告

新ビジョン始動新ビジョン始動

ナカノくん



　新年あけましておめでとうございます。
　私たち一般社団法人三原青年会議所は
1962年の創立以来「明るい豊かな社会の
実現」を目指し、1973年からまちの未来
を見据えたビジョンを掲げ活動してまいりま
した。昨年、旧1市3町からなる新三原市が
誕生して10年目であり、行政においても三
原市基本構想を策定に着手された節目に私た
ちも時代の先見性をもって活動するため、新
たなビジョン「Direct ion Toward 
HAPPINESS̶笑顔への道標̶」を発表し
ました。日本全体の問題から身近な地域問題
まで、様々な取り組みについて方向性を示し
ております。私たちは本年度より新ビジョン
をもとに本格的に活動を開始します。そこ
で、新年にあたりこれまでの私たちの目指し
てきた方向性を振り返るとともに今年の取り
組みをご紹介させて頂きます。どうぞ本年も
よろしくお願い申し上げます。

私たちの「実践！」　明るい豊かな“三原”の実現を目指して！2015年度
時代背景と

三原ＪＣの目指すまち
時代背景と

三原ＪＣの目指すまち新年を迎え新年を迎え新年を迎え

1）時代背景
①工場誘致のための埋立てによる工場用地開
発が飽和状態にありました。
②1972年に三原山陽新幹線の停車駅に決定
2）概要
　中四国のほぼ中心に位置する三原市が単な
る交通拠点としての人・物・金の通過地では
なく、そこに渦巻く情報の収穫地としてのコ
ミュニティの場ではならないとし、コミュニ
ティセンターとしての情報都市となることを
目指しました。

1974年～1985年
瀬戸のインターチェンジ“三原”
－歴史と未来の調和した福祉都市へ－

1）時代背景
①日本社会は高齢化・経済の成熟化、国際化、情報
化等の環境条件の変化が始まっていました。
②数年後に新広島空港開設が予定されていました。
2）概要
　21世紀は人・物・情報の交流が一層高密度にな
る社会と言われていた中でこれらを結びつける約
束・連関の果たす機能、役割は不可欠な存在であっ
たことから、以下4点を三原の果たすべき主要な役
割としてその重要度を高めることを目指しました。
①広島の新たな玄関口
②陸と海の新たな結束点
③備後・中央・広島・備北との連結
④三原を取巻く周辺地域の拠点

1986年～1992年
インターフェイスみはら21C
－瀬戸、ロマン、国際色豊かな都市“三原”－

1）時代背景
①地方の時代と叫ばれ、都市間競争が激しく
なっていきました。
②1993年の新広島空港開設、1995年の県立
福祉短期大学開校を間近に控えていました。
③バブル崩壊直後であったが好景気の余韻が
残っていました。

2）概要
　都市間競争の激しい中、21世紀に対応した
新たな広域交流都市圏構想に基づきハード面は
広域交通網整備、ソフト面は広域交流促進財団
をバックアップの柱とし、自立する都市、広域
交流都市三原の創造を目指しました。

1993年～2000年
New Gravity　みはら
－ドラマチックな出会い！広域交流都市－

　様々な時代背景の中、私たちはまちの未来を
考えビジョンを示し活動してまいりました。昨
年策定したこのビジョン（※詳しくは三原青年
会議所ＨＰをご覧下さい）は社会全体から三原
市まで多くの課題に対し、取り組みを提言して
おります。私たちの暮らすまちを行政に任せる
のではなく、私たち市民自らが共に協議し、連
携してまちづくり活動をしていくことが大切な
のではないでしょうか。2020年を一つの目安
とし、中期構想を立て、本年度より実践してまい
ります。自分たちのまちがより良くなるために私
たちが率先して、まちづくりへの主張や取り組
みを行なってまいります。少しでも“いいね”と感
じて頂く方が増える事で次世代へつなげる明
るい豊かな“三原”に近づけると考えます。

そして2015年より
Direction Toward HAPPINESS
̶笑顔への道標̶

1）時代背景
①高速道路や橋、空港等のハード面の整備強化が落ち着いた時期。
②価値観の多様化、経済や情報のグローバル化が進んだことによ
り、従来の中央集権的な体制下での「上から下へ」「下から上
へ」という「タテ社会構造」では解決できない数々の問題が生
じていました。

2）概要
　時代の変革期においてこれまでと同じ考え方やシステムでは到
底対応できない状態が目の前に迫っていた中で、市民協働型社会
の実現が必要であるとの考えから以下の3点の提言を行ない、グ
ローバルな視点から社会全体を視野に入れ市民が主役の「共生共
創社会」の実現を目指しました。
①市民参加・市民協働によるまちづくり
②情報公開による開かれたまちづくり
③効率よい行政への転換

2001年～2005年
Vision2001
コラボレーションシティ21

1）時代背景
①200５年3月22日に旧三原市、旧豊田郡本郷
町、旧御調郡久井町、旧賀茂郡大和町が合併し
新三原市が誕生しました。
②新三原市となり、駅、港、高速道路IC、空港
が揃う都市となりました。

2）概要
　このまちの持つ可能性を・市民・企業・行政・
NPO・学校が手間をかけ、活かし、創り育て続
けるという真の三原の力が必要であるという考え
のもと、以下の3点をキーワードに三原が10
年、20年先でも都市間競争の中で存在感を示し
豊かなまちであり続けることを目指しました。
①資質の高い三原市民づくり
②市民が一体感を感じられるもの
③まちのオリジナリティ（誇りあるまちの創出）

2006年～2014年
三原の誇想 創力

　本年度広報を担当させていただきます、広報実践委員
会です。三原青年会議所の広報として、まずは私たちの発
信が市民の皆様へどのようにすればより効果的に幅広
く伝えられるかを検証しながら、広報活動を行なってま
いります。その情報が三原にとって有益となるよう、行政
機関や各種団体と意見交換を行ない、新ビジョンに沿っ
た私たちの活動も含め、まちの将来について考えた提案
をしてまいります。そして市民の皆様に私たちの活動を
ご理解いただき、まちについて考えるひとが増えること
でまちの活性化の一助となるよう活動を行ないます。
　また、本紙である「やっさもっさ」を1年間担当してま
いります。市民の皆様の暖かいご支援により発刊できて
いることを肝に銘じ責任をもって取り組んでまいります。
どうぞ本年もよろしくお願い申し上げます。

広報実践委員会

　三原ブランド確立委員会です。三原市は多くの歴
史的資源や充実した交通インフラを持つまちです
が、まちの「独自性」や「知名度」という点では、他市と
比べて大きく水をあけられているように感じます。私
たちは市民の皆様に三原の魅力を再認識して頂くた
めに、私たちが主体となり三原の良さを学び伝えて
ゆく活動を行ないます。2017年には三原城築城
450周年という節目の年を迎えます。この機会を有
効活用し、小早川隆景公や三原城等の歴史について
詳しく学び、今まで見過ごしてきた誇れる資源を再
発見します。そしてその魅力を市民全員で共有する
ことにより、このまちを想う気持ちを醸成してゆきま
す。見過ごしてきた誇れる資源を発信し、浸透させて
ゆくことで「三原ブランド」の確立を目指します。

　三原青年会議所の資質向上を目指す
LOM活力向上委員会です。私たちは、三
原青年会議所がまちづくりに必要とされる
団体として継続的にまちづくり活動をおこ
ない、またその活動の輪を広げていくため
にも一人でも多くの同志を集う会員拡大を
行ってまいります。そして、会員一人ひと
りが利他の心をもった誰からも必要とされ
る魅力溢れるリーダーとなるためにリー
ダーとして利他の心を養い、俯瞰的な視野
で見る力や時代の流れを読む先見力などを
今以上に磨くための研修事業を行なってま
いります。どうぞ、本年度もよろしくお願
い申し上げます。

　本年度、総務・交流部門を担当させてい
ただきます事務局会議です。まず、総務部
門では組織の基盤強化を図るために、会員
一人ひとりに組織のルールをしっかりと認
識し、規則遵守への意識の向上に努めてま
いります。
　交流部門では会員同士の情報共有や交流
は基より、特別会員、友好JCである浜田
JC、外部団体などより多くの方々との出
会いや、関係を深めることが出来る有意義
な場を設営してゆきます。事務局会議は会
員全員がより良い青年会議所活動が出来る
ようにサポートし、設営・運営を行なって
まいります。

三原ブランド確立委員会 LOM活力向上委員会 事務局会議
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